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方,Go/NoGo課 題においては6名 中2名 で光刺激呈示500

ms前 から補足運動野付近で電流発生源 を認め,他 の1名

で光刺激呈示後150ms前 後に運動前野の活動を認めた。

しかし,Go/NoGo課 題においては運動磁場の電流発生源

が不安定であった。
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【緒言】 本実験の 目的は,随 意運動時に観察される運動関

連脳磁界早期成分の電流発生源を明 らか にす ることであ

る。【方法】対象は健常男性6名 であった。脳磁界の計測

には306チ ャネル全頭型脳磁界計測装置(Neuromag,エ レ

クタ)を 使用 した。運動課題は,自 己ペースでの示指伸展

運動 と,光 刺激を利用 したGo/NoGo課 題(赤 丸,青 丸およ

び赤四角の3種 類の光をランダムに呈示 し,赤 丸呈示時の

み可能な限り早 く示指を伸展)の2種 類とした。 【結果】自

己ペースでの運動時においては運動開始直前の運動磁場お

よび運動直後の運動誘発磁場は著明であったが,運 動磁場

より早期成分については電流発生源が明確でなかった。一


